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エ
ッ
セ
イ

日
文
研
の
新
し
い
伝
統
作
り

林
　
　
　
志
　
宣

数
日
前
、
韓
国
人
は
秋
夕
︵
中
秋
会
、
日
本
の
お
盆
に
相
当
︶
を
祝
っ
た
。
こ
の
国
の
祝
日
で
は
家
族
が
豊

か
な
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
祖
先
の
霊
を
祀
る
た
め
に
集
ま
る
。
私
は
一
年
間
の
日
文
研
生
活
を
終
え

て
、
今
年
は
こ
の
祝
い
に
家
族
と
集
ま
る
こ
と
が
出
来
た
。
満
月
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
金
の
よ
う
に
暖
か
く
輝

い
て
い
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
佐
野
先
生
と
鴨
川
べ
り
の
料
亭
で
一
个
月
前
に
見
た
も
の
と
同
じ
よ
う
だ
っ
た
。

鴨
川
は
韓
国
の
有
名
な
詩
人
、
尹
東
柱
︵
ユ
ン
・
ド
ン
ジ
ュ
︶
が
一
九
四
〇
年
代
、
同
志
社
大
学
在
学
中
に
詩

想
を
練
り
な
が
ら
散
歩
し
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
は
今
よ
り
も
さ
ら
に
強
く
輝
い
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
月
を
見
て
、
延
世
大
学
の
秀
才
だ
っ
た
尹
は
祖
国
に
思
い
を
馳
せ
た
。
七
〇
年
後
、
同
じ
月

が
ソ
ウ
ル
の
空
高
く
輝
き
、
私
は
日
文
研
で
や
り
お
え
た
芸
術
的
な
仕
事
や
そ
こ
で
得
た
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
。

初
め
て
京
都
を
知
っ
た
の
は
、
伝
統
文
化
・
芸
術
︵
そ
の
多
く
は
世
界
遺
産
と
認
め
ら
れ
て
い
る
︶
を
通
し

て
で
は
な
く
、
新
た
に
生
ま
れ
発
展
し
つ
つ
あ
る
芸
術
を
通
し
て
だ
っ
た
。
四
年
前
、
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
で

日
韓
両
国
の
若
い
芸
術
家
の
作
品
展
の
開
幕
式
に
出
席
し
た
。
そ
の
式
の
一
つ
が
現
代
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
、



3

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
に
し
て
ド
イ
ツ
の
大
学
教
授
で
あ
る
文
屋
充
徳
が
私
の
﹁M

em
ory

﹂
を
演
奏
し
た
。
演

奏
会
後
、
日
韓
の
若
い
芸
術
家
・
音
楽
家
が
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
交
換
す
る
有
意
義
な
時
間
を
す
ご
し
た
。
栄

え
あ
る
京
都
賞
授
賞
者
に
は
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
ほ
か
現
代
音
楽
作
曲
家
、
そ
し
て
韓
国
の
著
名
な
芸
術
家
、
白

南
準
︵
ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
︶
も
含
ま
れ
る
。
千
年
の
古
都
、
京
都
は
伝
統
と
近
代
、
西
洋
と
東
洋
が
共

存
す
る
興
味
深
い
場
所
に
な
っ
た
。

そ
の
と
き
以
来
、
京
都
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
時
を
超
越
し
つ
つ
伝
統
を
守
り
、
同
時
に
新

た
な
伝
統
を
創
造
し
続
け
る
都
市
。
近
く
て
遠
い
国
、
日
本
を
経
験
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
高
ま
る
な
か
で
、

偶
然
日
文
研
を
知
っ
た
。
細
川
周
平
先
生
に
突
然
連
絡
を
し
、
不
可
能
と
思
え
る
よ
う
な
可
能
性
を
訊
ね
た
。

世
界
的
に
知
ら
れ
た
学
者
が
集
う
研
究
所
に
現
代
音
楽
作
曲
家
が
現
わ
れ
る
こ
と
は
、
最
初
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
と

思
え
た
が
、
音
楽
を
含
め
て
芸
術
は
つ
ね
に
歴
史
の
な
か
で
展
開
し
て
お
り
、
音
楽
史
は
社
会
、
政
治
、
文
化

の
、
芸
術
の
潮
流
の
変
化
と
並
行
し
て
進
ん
で
き
た
。
こ
う
考
え
る
と
日
文
研
は
私
に
と
っ
て
理
想
の
場
所
と

な
っ
た
。

細
川
先
生
は
最
良
の
相
談
相
手
だ
っ
た
。
一
緒
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
あ
る
大
阪
の
演
奏
会
で
は
韓
国

の
伝
統
楽
器
、
伽
羅
琴
︵
カ
ヤ
グ
ム
︶
と
日
本
の
伝
統
楽
器
、
筝
の
共
演
を
聴
き
、
両
国
の
伝
統
音
楽
の
類
似

と
相
違
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
文
楽
に
も
一
緒
に
行
き
、
人
形
劇
で
使
わ
れ
る
日
本
の
伝
統
楽

器
に
近
代
的
な
響
き
を
聴
き
取
っ
た
。
神
戸
大
学
の
学
生
に
自
作
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
時
に
は
、
終
了

後
、
大
田
先
生
や
他
の
先
生
方
が
加
わ
り
現
代
音
楽
の
普
遍
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
稲
賀
先

生
に
初
め
て
能
に
招
い
て
も
ら
っ
た
時
に
は
、
や
は
り
近
代
的
な
響
き
を
発
見
し
た
。
な
ぜ
二
〇
世
紀
に
な
っ

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
作
曲
家
が
ア
ジ
ア
に
音
楽
の
新
た
な
発
想
源
を
見
出
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
わ
か
っ

た
。
稲
賀
先
生
の
研
究
会
で
陶
芸
家
近
藤
高
弘
と
知
り
合
う
と
、
他
の
京
都
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
集
め
た
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発
表
会
に
呼
ば
れ
、
小
さ
い
会
な
が
ら
、
強
い
印
象
を
残
し
た
。
日
文
研
で
書
い
た
チ
ェ
ロ
独
奏
の
た
め
の

﹁C
haosm

os

﹂
の
初
演
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
改
良
し
た
町
家
の
畳
の
上
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
に
は
大
西
宏
志

︵
京
都
造
形
芸
術
大
学
︶、
大
舩
真
言
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
外
の
祭
り
の
浮
き
立
つ
よ
う
な
音
が
あ
た
か
も
音

楽
の
一
部
で
あ
る
か
の
よ
う
に
混
ざ
り
合
っ
て
流
れ
た
。
私
は
長
い
こ
と
、
現
代
音
楽
が
社
会
と
相
互
反
応
す

る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
の
で
、
聴
衆
が
自
然
に
外
の
雑
音
を
今
集
中
し
て
い
る
音
楽
の
一
部
と
し
て
認
め
た
の

は
、
ま
さ
し
く
記
念
す
べ
き
瞬
間
だ
っ
た
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
の
中
村
典
子
先
生
が
強
力
に
推
し
進
め
た
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹁
ア
ジ
ア
の
管
絃
の

現
在
﹂︵
二
〇
一
三
年
五
月
二
五
日
︶
で
は
日
韓
の
作
曲
家
が
集
ま
り
、
西
洋
音
楽
の
導
入
と
未
来
へ
の
方
向

に
つ
い
て
、
深
く
議
論
す
る
機
会
を
得
た
。
中
村
先
生
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
リ
サ
イ
タ
ル
の
副
題
を
私
が
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
に
書
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
改
訂
初
演
し
た
作
品
名
か
ら
﹁
不
可
能
の
可
能
性
を
生
き
る
﹂

と
し
た
。

日
文
研
で
す
ご
し
た
一
年
は
私
に
は
ま
さ
に
﹁
不
可
能
の
可
能
性
﹂
だ
っ
た
。
世
界
中
か
ら
集
ま
る
客
員
研

究
者
と
ア
イ
デ
ア
や
知
識
を
交
換
し
な
が
ら
、
日
文
研
の
な
か
で
世
界
を
体
験
し
た
。
国
籍
、
性
別
、
年
齢
、

専
門
は
異
な
っ
て
も
、
普
遍
的
な
理
解
を
分
か
ち
合
え
た
。
ま
さ
し
く
こ
れ
ら
の
﹁
違
い
﹂
の
た
め
に
、
私
た

ち
の
会
話
は
ま
す
ま
す
面
白
く
な
り
、
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
先
生
の
イ
ブ
ニ
ン

グ
・
セ
ミ
ナ
ー
で
は
桜
の
花
、
祭
り
、
武
道
に
つ
い
て
目
を
開
か
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
話
題
は
私
の
な
か
に
新

た
な
芸
術
的
な
興
味
と
着
想
を
湧
き
立
た
せ
て
く
れ
た
。
私
の
音
楽
を
オ
ン
ラ
イ
ン
の
リ
サ
イ
タ
ル
や
演
奏
を

聴
い
た
日
文
研
滞
在
中
の
研
究
者
が
述
べ
て
く
れ
た
感
想
は
、
か
け
が
え
の
な
い
ヒ
ン
ト
だ
っ
た
。

来
年
の
秋
、
日
韓
の
音
楽
家
と
振
付
家
が
京
都
で
共
同
参
加
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

日
文
研
で
得
た
貴
重
な
経
験
を
も
と
に
両
国
の
現
代
音
楽
シ
ー
ン
の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
同
じ
よ
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う
な
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ソ
ウ
ル
で
展
開
で
き
れ
ば
よ
い
と
期
待
し
て
い
る
。
日
文
研
に
初
め
に
到
着
し
た

と
き
に
鼻
を
く
す
ぐ
っ
た
木
の
甘
い
香
り
や
挨
拶
し
に
き
た
猿
と
鹿
の
家
族
は
、
今
で
も
記
憶
か
ら
消
え
な

い
。
来
年
の
秋
、
京
都
を
再
訪
し
た
際
に
は
日
文
研
に
や
っ
て
き
て
感
謝
の
気
持
ち
を
さ
さ
げ
、
人
生
の
贈
り

物
で
あ
っ
た
時
間
を
も
う
一
度
生
き
た
い
。

︵
延
世
大
学
教
授
／
元
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
外
国
人
研
究
員
︶

原
文
：
英
語

翻
訳
：
細
川
周
平
︵
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
︶

小
特
集
﹁
世
界
各
地
の
﹃
研
究
所
﹄

︱
新
た
な
日
本
研
究
へ
﹂

研
究
所
と
し
て
の
日
文
研

小
　
松
　
和
　
彦

日
文
研
は
、
国
が
必
要
と
認
め
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
研
究
機
関
で
あ
る
。
当
初

は
文
部
科
学
省
の
直
轄
の
研
究
機
関
だ
っ
た
が
、
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
・
人
間
文
化
研
究
機
構
を
構
成
す


